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国際化に向けて
監事 池田 博吊

平成4午5Jl1Uに本学会は創立75周年を迎えました その記念

小弟の つとして.外同人研究斤への横臥 研究古の相互交流など

海外とのPLi'術交流 ･連携をいっそう推進するための基金が.挫止さ

れ,凶際化にI･'rHナた新しい方策が打ち山されたことになります.

近年,同際化の頚要性が種々の鳩で論じられており,科♪芦技術の

苦しい進)Sと技術串新の中で.本学公に対する詰外Lrlからの期待と

tf.EIが高まっています.このような怖*hこ鑑み,本会においても,

これまで凶際会議の13il催,海外学協会との香淀.英文芸文Dlの充実

などに究めてきております.

本学会主催の凶際会議は,砧年故件は石塊に陶催されるように

なっており.我が同の電子情報通fn7技術のアクティビティが世界レ

ベルで茄献できるようになってきております.国際rfJな.菖文発破の

域を外川のiI蟹JP47一会に依存していたころに比べ.口本においても

EqualFootlngの立場で発Rの鳩を捉tJtL,会議運営をGIVearLd

Takeの形で行えるようになったことをl■引fしく思っております

また,全国大会においては,英文の予稲 ･英語での発Bを認める

などril際化へのアプローチを始めていましたが,よる3月の入会か

ら,n暦年11を快い,全国を除いた呼称とし,CallforPapersを

広く世界に配布致しました.その結Rl,外凶から100人を越える発

点者があり,六･着省まで含めると200人を越える盛況ぶりでした.

英文論文誌の質的.虫的両面における収苛と充実について.永年

にわたる検討が掛 ナられてきました,その箭果,各グループに英文

論文誌編典委E]会が設指され 企酉 ･編姓にlll任を持つようになり

ました 卦 こ,英文論文の増加をねらって,特別予井を組んで,和

文論文誌への合冊を軒定的に試行しました 昨年J封土.英文の特集

がほぼ海月掲械されるまでに捕発になってきており,分冊化にまで

発展しました.また.昨年 1月号からすべての英文論文の背古.タ

イトルが米(室lの "CurrentContents"弘 (週刊)に掲載されており,

本学会LJyP文のtkl際rfJ認知と評価を稲める機会が村られました.

このように,形の上では国際化への対応が古々と進んできており

ますので,会い各位におかれましては,これらを+分に油川噴き,

国際的なカルチャを理併し,魂のこもった運用を通じてますます意

盛あるものに発展させて頂くことを期待致します.


